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１ はじめに 
 学習を効果的に行わせる手法の一つとして、先

行オーガナイザーがある。これは、Ausubel が

1960 年に提唱し、「教材学習の前に、まず抽象的

な枠組み、上位構造を先行的に学ぶことにより、

学習が効果的になる」1)というものである。 
しかし、具体的にどの教材に何を先行オーガナ

イザーとして与えれば効果的かは明確にされて

いないということで、いくつかの実証研究が行わ

れてきた。例えば、池田ら 1)は山崩れの原因につ

いての文章を教材とした実験で、その類比として

作成された風邪の原因に対する文章を先行オー

ガナイザーとして使用しており、柳原 2)は英語ビ

デオ視聴学習において、ストーリー展開順の場面

提示を先行オーガナイザーとして使用している。 
こうした実証研究を積み重ねていくことで、先

行オーガナイザーをより効果的に活用していけ

ると考えた。そこで、実証研究を円滑に行えるよ

うに、一つの教材に数種類の先行オーガナイザー

を用意し、どの先行オーガナイザーがその教材に

対して効果的なのかをＷｅｂ上で実験し、比較で

きるシステムを開発することにした。 

 
２ システムの設計・開発 
本システムの構成図を図 1 に示す。実験の手順

としては、実験管理者はまず、実験準備ページで

実験を計画する。計画された情報により、被験者

が実際に実験を行う実験実行ページが自動的に

編集される。実験群、統制群、それぞれの設定を

行った後、管理者は被験者を実験群と統制群にわ

け、実験の説明を行う。その後、被験者は説明さ

れた実験実行ページを選ぶと、設定された実験が

自動的に進んでいく。 
また、実験管理者は提示情報作成ページで、提

示情報の編集、作成が行える。ここで、先行オー

ガナイザーの編集、提示情報の追加を行う。 
本システムは Web 上で利用することができ、

Perl（CGI）を使用して開発した。 
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図１ システム構成図 

 

（１）実験実行ページ 
実際に被験者が実験を行う実験実行ページは、

提示情報、提示情報の提示順を表示する提示順表

示画面、提示時間を表示する提示時間表示画面の

3 つに分割されて表示される（図 2）。 
提示情報は、例えば池田らの実験の場合、山崩

れの原因を学ぶ教材（先行オーガナイザーの提示

を含む）、その教材の提示の間に挟む待機画面、

実験の最後に行われるテストの 3 つとなる。 

 
図２ 実験実行画面 



実験終了後には、実験管理者は実験結果を参照

することができる。実験結果画面では、各提示情

報を閲覧した時間の一覧や、テストの結果の一覧

が提示される。 
（２）実験準備ページ 
実験準備ページは、実験管理者が実験の計画を

行う実験計画ページと、実験で提示される画面

（教材）の編集・追加を行う提示情報作成ページ

に分かれる。 
実験計画ページは、群の数の設定や、各群に対

して実験の名前、提示情報の提示順（テストも含

む）、提示情報の提示時間の 3 つを設定する（図

3）。ここで設定された情報は、データファイルへ

と記憶される。このデータファイルを読み出して

実験が行われることになる。データファイルは実

験群ごとに存在し、どの実験で、どんなテスト結

果が出たのかが分かるようになっている。 
 提示情報作成ページでは、提示情報の新規作成

や編集を行う（図 4）。各提示情報には、名前と

本文の 2 つを入力し、本文については HTML 形

式で作成することになる。過去に行った実験の情

報を再利用して作成することも可能である。 

 

図３ 実験計画画面 

 
３ 評価 
実験実行ページを開発した段階で、システムの

評価もかねて、池田らが行った山崩れの原因につ

いての文章を教材とした実験を、本システム上で

再現して行った。実験は、先行オーガナイザー無

しの統制群、先行オーガナイザーを提示した実験

群 1、先行オーガナイザーの前に先行オーガナイ

ザーの説明を行う実験群 2 の 3 群に分け、それぞ 

 
図４ 提示情報作成画面 

 

れ 3 名の大学生を割り当てて計 9 名で実施した。

被験者には、実験の説明と実験実行ページのアド

レスを教え、好きな時間に個別に実験を行っても

らった。実験の結果、本システムを用いて先行オ

ーガナイザーの実験が行えることを確認した。ま

た、出てきた意見をもとにシステムを改善した。 
 上記実験の後に、実験準備ページを開発し、そ

の評価のために、池田ら 1)が実施したもう１つの

実験（分散分析を学習する）をシステム上で再現

した。実験管理者１名と各群について１名ずつ、

計４名の大学生が役割を交代しながら実験を準

備・実行した。結果として、準備ページの動作が

確認され、意見をもとに改善を行った。 
 
４ まとめ 
 本研究では、Web 上で数種類の先行オーガナイ

ザーを使用し、どの先行オーガナイザーが効果的

かを検証するシステムを開発した。 
 今後は、本システムを池田ら以外の実験に適用

したり、実際に提示情報作成ページを使用して新

しい先行オーガナイザーを作成し、その効果の検

証を行う実験を行っていきたい。 
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